
  

   赤穂生の風景(校長ブログ) 

１００周年記念館前の桜満開（4/11撮影） 

赤穂高校正門に入るとこの桜の木が出迎えてくれます。 

 同窓会１００周年記念館の前のこの桜の木は、本校の中でも大きな桜の木の一つです。 

正面玄関前の松と並んで、本校の入口を飾ってくれる代表的な存在です。 

 今年の桜は、開花は遅かったのですが、その分、桜色の鮮明度が高いように感じます。 

上伊那地区全体では天下第一と称される高遠のコヒガンザクラが名高いのですが、ソメイヨシ

ノより赤味が強い高遠のコヒガンザクラも、いっそう鮮やかな姿を見せてくれているようです。

開花を待つまでの時間が長かった今年の桜は、例年以上の美しい姿を見せてくれているようにも

感じます。 

 桜花を支える漆黒の幹や枝と桜色とのコントラストも桜の木全体の魅力ではないでしょうか。

美しい花を支えるという意味でも、土台となる幹の大切さを感じます。 
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